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沖縄島・首里城と周辺地域の古井戸
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１．石灰岩堤 ２．上位段丘面 ３．中位段丘面 ４．段丘崖
５．一般丘陵斜面 ６．急崖および露岩 ７．湧泉 ８．城壁
























































































































































































































水 槽洗 い 場
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水 平 距 離
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図９ 首里丘陵北麓の古井戸



































































































たからぐちひーじゃー の ひ も ん
立派な合方積みの石垣で覆われた段丘崖下には，「宝口樋川之樋文」の
複製が立てられている。それによると，この樋川は嘉賀１２（１８０７）年に，












たから ぐち ひー じゃー






















































横 穴 Ｄ踊 場
０ ５ １０









あ じ が な し
「佐司笠按司加那志，始めて清泉を掘る」とあることから，１５１３年に，付
近では最初に設けられたと考えられる。
ゆ が ふう う か ぐぁー
庭園内には佐司笠御井から約１０離れた位置にも，世果報御井小と称




さ し かさ ふぃー じゃー
佐 司 笠 樋 川





















し ゅ り お お あ む
向かう人馬の休息地であったと伝えられる。近くには，高位の首里大阿母
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１ ２ ３ ４ ５ ６
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１９６０ １９７０ １９８０ １９９０ ２０００ ２０１０年
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注
１）「あいかた積み」の表記については，「相方積み」と記載した論文もある。しかし
ながら，「あいかた積み」による切石の組み方は，両方の石材を接する部分の凹凸に
合わせ，あるいは隙間の角度や長短に合わせて巧みに加工し，隙間が無いように組
み合わせている。「合わせ」について，岩波書店の『広辞苑』（第２版）によると，「あ
わせ」とは，“二つ，またはそれ以上のものを，いっしょにすること。合わせるこ
と。”とあり，“相わせ”は無い。三省堂の『大辞林』には，「合わせ」の項に“あわ
せること，二つ以上のものを一つのすること”とあり，やはり“相わせ”は無い。
さらに，田淵実夫の『石垣』の「アワセ」（合せ）の項に“石工の間でいう鮭の隠語。
サケが「裂け」にきこえるところから「合せ」と言った”とあり，やはり“相”の
文字は使われていない。
さらに，角川書店の『増補字源』によると，「合」には“あふ，あはす（會）あつ
まる（集・聚）つれそふ，配する，あひて（配耦）おなじ（同）たぐひ‥‥”とあ
り，「相」には“あひ，あひたがひに（交互）あふ，まじはる（交）したぢ‥‥”と
ある。井戸の周囲に設けられた石材を巧みに組み合わせた「あいかた積み」の表記
は「合方積み」と表記する方が適切と考える。
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